
187　　三つの傀儡をめぐる素描（一）

一
、
三
つ
の
傀
儡

　

次
の
偈
文
は
、
人
間
の
有
様
を
操
り
人
形
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

生
死
去
来
、
棚
頭
傀
儡
、
一
線
断
時
、
落
々
磊
々

　

人
間
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
は
死
ん
で
い
く
が
（「
生
死
去
来
」）、
そ
れ

は
ま
る
で
、
棚
車
の
上
の
操
り
人
形
の
よ
う
で
あ
る
（「
棚
頭
傀
儡
」）。
操

る
糸
が
断き

れ
る
と
（「
一
線
断
時
」）、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
落
ち
る
（「
落
々

磊
々
」）。

　

こ
の
偈
文
は
、
臨
済
禅
の
泰
斗
・
月げ
っ

菴た
ん

宗
光
（
一
三
二
六
―
一
三
八
九
）

の
『
月
菴
和
尚
法
語
』
や
、
世
阿
弥
（
一
三
六
三
？
―
一
四
四
三
？
）
の
能

楽
論
の
極
致
と
も
さ
れ
る
『
花
鏡
』、
そ
し
て
押
井
守
（
一
九
五
一
―
）
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
『
イ
ノ
セ
ン
ス
』（
二
〇
〇
四
）
に
お
い
て
等
し
く

掲
出
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
同
一
の
文
言
で
あ
っ
て
も
「
傀
儡
」（
操
り

人
形
）
と
糸
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
三
者
三
様
で
あ
る
。

　

例
え
ば
『
月
菴
和
尚
法
語
』
中
の
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
と
題
さ
れ
た

記
事
の
末
尾
に
、「
重
ね
て
一
偈
を
示
す
」
と
先
の
偈
文
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
前
提
と
な
る
の
は
仏
教
的
な
輪
廻
の
死
生
観
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
生
死
去
来
」（
生
ま
れ
て
は
死
ん
で
い
く
）
と
は
、
一
回
性
の

生
で
は
な
く
、
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
凡
夫
の
有
様
を
指
し
、
こ
れ
を

「
棚
頭
傀
儡
」（
棚
車
の
上
の
操
り
人
形
）
に
喩
え
る
の
が
『
月
菴
和
尚
法

語
』
で
あ
る
。
そ
し
て
「
傀
儡
」
を
操
っ
て
い
る
の
は
、
月
菴
に
よ
れ
ば

煩
悩
の
一
つ
で
あ
る
「
疑
心
」
で
あ
り
、
わ
ず
か
で
も
こ
れ
が
起
こ
れ
ば

是
非
・
善
悪
の
区
別
が
紛
然
と
入
り
乱
れ
、
六
道
輪
廻
（「
棚
頭
傀
儡
」）

が
現
前
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
『
月
菴
和
尚
法
語
』
の
「
示
二
宗
三
禪

閤
一
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
疑
心
」
の
糸
を
如
何
に
切
断
し
て
「
一
線

断
時
、
落
々
磊
々
」（
操
る
糸
が
断
れ
る
と
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
落
ち
る
）
を

成
就
し
、
同
時
に
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
果
た
す
か
が
眼
目
と
な
る
。

　

ま
た
世
阿
弥
『
花
鏡
』
の
第
十
四
条
「
万
（
ま
ん
の
う
を
い
つ
し
ん
に
つ
な
ぐ
）

能
綰
二

一
心
一
事
」
は
同
じ

平
林
　
一
成

三
つ
の
傀
儡
を
め
ぐ
る
素
描
（
一
）

『
月
菴
和
尚
法
語
』
を
中
心
に
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偈
文
を
文
中
に
挙
げ
て
い
る
が
、「
是
（
こ
れ
）
は
、
生
（
し
や
う
じ
）
死
に
輪り
ん

廻ゑ

す
る
人
間
の

有
様
を
た
と
へ
也
」
（
１
）

と
付
記
す
る
た
め
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
の
「
示
二

宗
三
禪
閤
一
」
の
内
容
を
知
悉
し
た
上
で
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

他
方
、
演
劇
人
・
世
阿
弥
に
と
っ
て
の
「
棚
頭
傀
儡
」
は
、
あ
く
ま
で
舞

台
上
の
身
体
、
及
び
、
そ
の
身
体
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
態わ
ざ

（
技
芸
）
で

あ
り
、
操
る
糸
は
役
者
が
創
意
工
夫
す
る
「
心
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
万
（
ま
ん
の
う
を
い
つ
し
ん
に
つ
な
ぐ
）

能
綰
二

一
心
一
事
」
の
要
諦
は
、
あ
ら
ゆ
る
態
を

―
ひ
い
て
は
態

と
態
の
間
に
生
じ
る
「
せ
ぬ
隙ひ
ま

」（
何
も
し
な
い
空
白
）
さ
え
も

―
役
者

の
「
心
」
の
糸
に
よ
っ
て
綰つ
な

ぎ
つ
づ
け
る
こ
と
に
存
す
る
。「
一
線
断
時
、

落
々
磊
々
」
と
あ
る
が
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
と
は
異
な
り
、
能
に
お
け

る
「
一
線
」（「
心
」
の
糸
）
は
決
し
て
断き

れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
押
井
守
が
監
督
を
務
め
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
『
イ
ノ
セ
ン

ス
』
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
飛
躍
的
な
発
達
を
遂
げ
た
近
未
来
を
描
く
が
、

作
中
に
お
い
て
「
生
死
去
来
、
棚
頭
傀
儡
…
…
」
の
偈
文
は
市
街
地
の
壁

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
画
面
、
閉
鎖
さ
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
な

ど
に
文
字
情
報
と
し
て
幾
度
も
表
示
さ
れ
る
。
も
と
も
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
は
舞
台
芸
術
と
は
異
な
り
、
静
止
画
（
絵
）
の
連
続
に
過
ぎ
な
い
も
の

を
観
客
が
補
完
し
て
綰つ
な

ぎ
つ
づ
け
る
こ
と
で
作
品
が
成
立
す
る
が
、
監
督

で
あ
る
押
井
は
こ
の
〝
綰つ
な

ぐ
〞
こ
と
と
〝
断き

る
〞
こ
と
の
両
面
を
駆
使
し

な
が
ら
、「
生
死
去
来
、
棚
頭
傀
儡
…
…
」
の
偈
文
に
象
徴
さ
れ
る
世
界

―
同
時
に
人
工
物
と
し
て
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
世
界

―
を
周

到
に
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
能
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
（
２
）

参
照
）。

　

以
上
、
禅
・
能
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
三
つ
の
例
を
並
べ
置
い

た
が
、「
生
死
去
来
、
棚
頭
傀
儡
、
一
線
断
時
、
落
々
磊
々
」
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
次
々
に
変
貌
を
遂
げ
、
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。

　

し
か
し
各
々
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
あ
ら
た
め
て
凝
視
す
る
な
ら
ば
、

宗
教
者
と
芸
能
者
の
立
場
を
越
え
て
継
承
・
発
展
さ
れ
た
境
地
や
、
中
世

の
舞
台
芸
術
と
現
代
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
ず
も
共
有
し
た
接
点
を

確
か
に
見
出
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か

―
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
脚
し
つ

つ
、
本
稿
「
三
つ
の
傀
儡
を
め
ぐ
る
素
描
（
一
）」
で
は
、
ま
ず
は
基
底

と
な
る
一
つ
目
の
「
傀
儡
」（『
月
菴
和
尚
法
語
』）
を
め
ぐ
る
荒
い
ス
ケ
ッ

チ
を
描
き
出
し
て
み
た
い
。

二
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
の
傀
儡
①

　

最
初
に
臨
済
禅
の
泰
斗
で
あ
る
月
菴
宗
光
（
一
三
二
六
―
一
三
八
九
）
の

生
涯
を
簡
略
に
振
り
返
り
つ
つ
、
一
つ
目
の
傀
儡

―『
月
菴
和
尚
法
語
』

の
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」―
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　

月
菴
宗
光
は
、
南な
ん

浦ぽ

紹じ
ょ
う

明み
ん

に
発
し
、
峰ほ
う

翁お
う

祖そ

一い
ち

、
大だ
い

虫ち
ゅ
う

全ぜ
ん

岑し
ん

へ
と
連

な
る
臨
済
宗
大
応
派
の
法
系
に
属
す
る
。
若
年
の
頃
は
実
力
者
で
あ
る
峰

翁
祖
一
の
下
で
修
業
を
重
ね
た
が
、
師
の
物
故
に
よ
り
諸
方
を
歴
参
し
、

伊
予
の
宗
昌
寺
に
参
っ
て
大
虫
全
岑
の
法
を
嗣
い
だ
。

　

た
だ
し
月
菴
は
自
身
が
属
す
る
臨
済
に
と
ど
ま
ら
ず
、
曹
洞
の
教
義
に

も
強
い
関
心
を
寄
せ
た
人
物
で
あ
る
。
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例
え
ば
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
は
、
出
雲
の
孤こ

峰ほ
う

覚か
く

明み
ょ
う

に
参
じ
て
、

中
国
曹
洞
の
開
祖
・
洞と
う

山ざ
ん

良り
ょ
う

价か
い

が
提
唱
し
た
「
五
位
要
訣
」（「
洞
山
五

位
」）
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
能
登
の
総
持
寺
（
曹
洞
の
本
山
）
の
峨が

山さ
ん

韶じ
ょ
う

碩せ
き

の
許
に
参
禅
し
た

逸
話
も
伝
わ
る
が
（『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
（
３
））、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
馳
せ
参

じ
よ
う
と
は
し
た
も
の
の
結
局
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
の
見
解
も
あ

る
（
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
と
月
菴
宗
光
」
（
４
））。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
臨
済
な
が
ら

月
菴
は
、
峨
山
の
法
脉
に
と
っ
て
は
、
親
近
感
の
強
い
師
家
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
」
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（
香
西
精
「
万
法
帰
一
」
（
５
））。

　

こ
の
月
菴
の
名
が
世
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
貞
治
六

年
（
一
三
六
七
）、
但
馬
の
国
・
黒
川
へ
赴
き
、
十
数
年
を
経
て
大
明
寺
を

開
創
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
教
化
活
動
は
旺
盛
で
、
月
菴
の
下
に
は
守

護
大
名
の
山や
ま

名な

時と
き

煕ひ
ろ

を
始
め
、
在
俗
者
や
女
性
も
参
集
し
、
特
定
の
教
団

の
論
理
か
ら
解
放
さ
れ
た
所い
わ

謂ゆ
る

自
由
衆
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
（
古
田
紹

欽
「
中
世
に
於
け
る
一
自
由
衆
団
の
禅
」
（
６
））。

　

こ
の
よ
う
に
一
大
法
門
を
成
し
た
月
菴
で
あ
っ
た
が
、
康
応
元
年

（
一
三
八
九
）
三
月
二
十
三
日
、
大
明
寺
に
て
六
十
四
歳
で
歿
す
る
。
あ
と

に
は
『
月
菴
和
尚
行
実
』（
山
名
時
煕
の
尽
力
に
よ
り
刊
行
）
や
『
月
菴
禅

師
語
録
』、
そ
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
月
菴
和
尚
法
語
』
が
遺
さ
れ

て
い
る
。

　

次
に
、
こ
の
『
月
菴
和
尚
法
語
』（『
月
菴
仮
名
法
語
』）
か
ら
、
第
三
章

「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
を
挙
げ
て
お
く
。

　

な
お
テ
ク
ス
ト
は
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
所
収
の
『
月
菴
法
語
』
に

よ
る
が
、
（
７
）

便
宜
上
、
私
意
に
１
か
ら
５
の
段
落
に
分
け
て
掲
出
し
た
。
以

降
は
こ
の
番
号
に
沿
っ
て
内
容
に
言
及
し
て
い
き
た
い
。

１
大
道
方
所
な
し
。
目
前
を
離
れ
ず
。
心
法
形
な
し
。
物
に
卽
し
て
卽

是
也
。
一
念
不
生
な
れ
ば
、
脫
體
顯
露
す
。

２
疑
心
纔
に
起
れ
ば
、
是
非
紛
然
た
り
。
是
非
紛
然
な
れ
ば
六
道
現
前

す
。
疑
心
休き
う

歇け
つ

す
れ
ば
生
死
永
く
離
る
。

３
夫
疑
心
起お
こ
る

事
は
信
力
弱
に
よ
る
。
信
力
强つ
よ
き

時
は
只
一
念
也
。
一
切

一
念
な
れ
ば
、
諸
の
事
に
於
て
隔
る
思
ひ
な
し
。
隔
る
思
ひ
な
け
れ

ば
、
目
前
の
萬
境
一
切
の
善
惡
、
更
に
如
何
と
有
事
を
覺
ず
、
只
一

片
地
の
み
な
り
。
又
何
ぞ
疑
か
起
ん
や
。

４
雖
レ
然
信
力
猶
弱
し
て
、
疑
心
や
ゝ
起
ら
ば
、
是
を
や
め
ん
と
す
る

事
な
か
れ
。
只
疑
心
の
起
る
處
に
付
て
、
立
歸
看
よ
、
そ
も
此
疑
心

是
何
ぞ
と
。
如
レ
此
行
住
坐
臥
一
切
作
用
の
時
、
忘
事
な
く
怠
事
な

く
、
急
々
に
眼
を
付
て
、
能
々
極
て
看
よ
、
必
忽
然
と
し
て
一
笑
の

時
節
あ
る
べ
し
。

５
重
ね
て
一
偈
を
示
す
。

　
　
　
　

生
死
去
來　

棚ぼ
う

頭と
う

傀く
わ
い

儡ら
い　

一
線
斷ス
ル時　

落
々
磊
々

（『
月
菴
和
尚
法
語
』
第
三
章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」）

　

ま
ず
冒
頭
１
で
は
、
目
前
に
遍
満
す
る
真
理
と
一
体
と
な
っ
た
「
一
念
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不
生
」
の
境き
ょ
う

界が
い

（
妄
念
が
皆
無
の
有
様
）
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
禅

で
い
う
と
こ
ろ
の
父
母
未
生
以
前
の
本
来
的
な
自
己
が
顕
れ
て
い
る

（「
脫
體
顯
露
す
」）。

　

し
か
し
２
の
よ
う
に
、
煩
悩
の
一
つ
で
あ
る
「
疑
心
」
が
纔わ
ず

か
に
起
こ

る
と
、
是
非
の
判
断
が
紛
然
と
入
り
乱
れ
、
六
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

修
羅
・
人
・
天
）
の
輪
廻
が
現
前
化
す
る
。
す
な
わ
ち
要
因
で
あ
る
「
疑

心
」
が
止
み
さ
え
す
れ
ば
、
１
の
本
来
的
自
己
が
真
理
の
相
を
顕
現
さ
せ
、

生
死
輪
廻
か
ら
も
永
遠
に
離
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

―
こ
れ
が
『
月
菴

和
尚
法
語
』「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
の
基
本
的
な
構
図
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
「
疑
心
」
が
止
む
の
か
。

　

次
の
３
で
月
菴
は
、「
疑
心
」
が
起
こ
る
の
は
弱
さ
ゆ
え
と
い
う
。
信

ず
る
力
が
強
け
れ
ば
た
だ
「
一
念
」
が
あ
る
ば
か
り
で
（「
信
力
强つ
よ
き

時
は

只
一
念
也
」）、
自
己
を
真
理
か
ら
隔
て
る
妄
念
も
湧
か
ず
、
善
悪
の
区
別

に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
（「
目
前
の
萬
境
一
切
の
善
惡
、
更
に
如（
い
か
ん
）何
と

有（
あ
る
こ
と
）
事
を
覺
（
お
ぼ
え
）ず
、
只
一
片
地
の
み
な
り
」）。

　

た
だ
し
、
冒
頭
１
で
示
さ
れ
た
「
一
念
不
生
」
や
こ
の
３
の
「
一
念
」

を
全
て
の
者
が
堅
持
で
き
る
な
ら
ば
、「
疑
心
」
の
問
題
は
即
座
に
解
決

さ
れ
、
法
語
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
も
よ
い
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
右
「
示
二

宗
三
禪
閤
一
」
の
核
心
は
、「

雖
（
し
か
り
と
い
へ
ど
も
）

レ
然

信
力
猶
（
な
ほ
）

弱
（
よ
わ
く
）
し
て
」
と
続
く

４
以
降
に
存
し
て
い
る
。

　

こ
の
４
に
お
い
て
月
菴
は
、
そ
れ
で
も
な
お
「
一
念
」
を
保
て
な
い
者

に
対
し
、
更
に
踏
み
込
ん
だ
助
言
を
与
え
る

―
信
仰
の
力
が
ど
う
し
て

も
弱
く
、
や
や
と
も
す
れ
ば
「
疑
心
」
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
場
合
は
、
か

え
っ
て
こ
れ
を
止
め
よ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。
た
だ
「
疑
心
」
が
起
こ

る
状
態
（「
疑
心
の
起
る
處
」）
に
つ
い
て
、「
そ
も
此
（
こ
の
）
疑
心
是
（
こ
れ
）

何
（
な
ん
）
ぞ
」

と
立
ち
帰
っ
て
看
よ
。
行
住
坐
臥
、
い
か
な
る
時
も
、
忘
れ
ず
、
怠
ら
ず
、

直
ち
に
眼
を
付
け
て
よ
く
よ
く
極
め
て
看
よ
。
そ
の
果
て
に
必
ず
や
、
忽

然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
時
節
が
来
る
だ
ろ
う
と
（「
必
（
か
な
ら
ず
）忽
然
と
し
て
一
笑

の
時
節
あ
る
べ
し
」）。

　
「
疑
心
」
を
徹
底
的
に
凝
視
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て

そ
の
「
疑
心
」
が
止
む
大
転
機
が
訪
れ
る

―
い
う
な
れ
ば
こ
れ
が
「
示
二

宗
三
禪
閤
一
」
の
眼
目
で
あ
る
。

　

こ
の
４
を
直
接
受
け
、
最
後
の
５
に
例
の
偈
文
が
登
場
す
る
。

　
　

重
ね
て
一
偈
を
示
す
。

　
　
　
　
　

生
死
去
來　

棚ぼ
う

頭と
う

傀く
わ
い

儡ら
い　

一
線
斷ス
ル時　

落
々
磊
々

　
　

　

先
の
４
と
の
連
続
性
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
こ
の
５
の
偈
文
は
「
疑
心
」

を
片
時
も
忘
れ
ず
に
凝
視
し
た
果
て
に
「
一
笑
の
時
節
」
が
突
如
到
来
す

る
こ
と
を
、
四
句
に
凝
縮
し
て
再
説
し
た
も
の
で
あ
る
（
重
ね
て
一
偈
を

示
す
）。

　

右
に
関
す
る
国
文
学
者
・
安や
す

良ら

岡お
か

康
作
（
一
九
一
七
―
二
〇
〇
一
）
の
解

釈
を
挙
げ
て
お
く
。
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…
…
生
死
去
来
し
て
、
是
非
紛
然
た
る
人
間
は
、
棚
頭
の
傀
儡
（
人

形
）
が
、
一
線
が
断き

れ
て
し
ま
え
ば
、
た
ち
ま
ち
崩
壊
し
て
し
ま
う

ご
と
く
、
疑
心
を
断
っ
て
し
ま
え
ば
、
生
死
を
永
く
離
れ
て
、
真
の

悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。

（
安
良
岡
康
作
「
月
庵
宗
光
と
世
阿
弥
」
（
８
））
（
８
））
（
８
）

　

安
良
岡
に
よ
れ
ば
、「
疑
心
」
の
糸
に
操
ら
れ
た
「
棚
頭
傀
儡
」
が

「
是
非
紛
然
た
る
人
間
」
で
あ
る
。
こ
の
「
疑
心
」
の
糸
が
断
れ
て
「
傀

儡
」
が
「
落
々
磊
々
」
と
崩
れ
落
ち
た
と
き
、
生
死
輪
廻
か
ら
解
脱
し
て

「
真
の
悟
り
」
を
得
る
。
つ
ま
り
「
急
々
に
眼
を
付
て
、
能
（
よ
く
よ
く
）々
極
て
看

よ
」（
４
）
と
の
月
菴
の
助
言
に
従
っ
て
見
詰
め
続
け
た
「
疑
心
」
は
糸

が
断
れ
る
よ
う
に
止
み
、
よ
う
や
く
妄
念
の
な
い
閑
寂
の
境
地
が
成
就
す

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
の
第
三
章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
の
本
文
を

辿
っ
て
み
た
。

　
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
は
、
ま
ず
冒
頭
で
基
本
構
図
を
提
示
し
（
１
・
２
）、

次
に
強
い
信
仰
に
よ
っ
て
「
一
念
」
を
保
持
せ
よ
と
一
般
論
を
述
べ
た
上

で
（
３
）、
そ
れ
で
も
な
お
「
疑
心
」
が
起
こ
る
場
合
へ
の
具
体
的
方
策

（
４
）、
及
び
、
そ
の
再
説
で
あ
る
偈
文
（
５
）
を
示
し
て
終
わ
る

―
こ

れ
ら
の
構
成
、
及
び
文
意
は
簡
明
で
揺
ら
ぐ
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
実
は
先

掲
の
安
良
岡
説
と
は
大
き
く
異
な
る
偈
文
の
解
釈
も
存
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
杉
尾
守
は
、「
棚
頭
傀
儡
」
を
安
良
岡
説
の
よ
う
に
「
疑
心
」

の
糸
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
一
念
不
生
」（
１
）
あ
る
い
は
「
一
念
」

（
３
）
の
糸
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
悟
り
の
状
態
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
「
傀
儡
」
が
崩
れ
落
ち
る
「
一
線
斷
時　

落
々
磊
々
」
の
瞬
間
を
、

六
道
輪
廻
が
現
前
す
る
「
惨
状
」
と
解
す
る

―
つ
ま
り
安
良
岡
説
と
は

全
く
逆
の
立
場
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
「
不
生
」
な
る
「
一
念
」
を
も
っ
て
「
行
住
坐
臥
一
切
作

用
」
を
貫
徹
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。…
…（
略
）…
…
し
か

る
に
、「
疑
心
わ
づ
か
に
起
」っ
て
「
一
念
」
が
失
わ
る
れ
ば
、
あ
た

か
も
「
一
線
断
ユ
ル
時
」
棚
頭
の
傀
儡
が
「
落
々
磊
々
」
と
崩
れ
落

ち
る
如
く
、「
是
非
紛
然
」
と
し
て
「
六
道
現
前
す
」
る
惨
状
と
な

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
杉
尾
守
「
道
元
世
阿
弥
芭
蕉
及
び
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」
（
９
））

「
棚
頭
傀
儡
」
の
「
一
線
」（
糸
）
が
断
れ
る
と
き
、
先
の
安
良
岡
説
の

よ
う
に
「
真
の
悟
り
」
を
得
て
「
一
笑
の
時
節
」
が
到
来
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
杉
尾
説
の
ご
と
く
「
是
非
紛
然
な
れ
ば
六
道
現
前
」
す
る
「
惨

状
」
と
な
る
の
か
。

　

１
か
ら
５
の
構
成
面
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
後
者
の
杉
尾
説
は
い
ず
れ
か

と
い
え
ば
３
の
「
夫
（
そ
れ
）
疑
心
起お
こ
る

事
は
信
力
弱
（
よ
わ
き
）
に
よ
る
。
信
力
强つ
よ
き

時
は

只
一
念
也
…
…
」
の
内
容
に
依
拠
し
て
５
の
偈
文
を
読
解
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
し
仮
に
、
信
仰
の
弱
さ
を
払
拭
で
き
な
い
者
に
向
け
た



　　192

４
が
完
全
に
抜
け
落
ち
て
お
り
、
３
の
「
…
…
信
力
强つ
よ
き

時
は
只
一
念
也

…
…
」
か
ら
５
の
偈
文
へ
と
そ
の
ま
ま
接
続
す
る
な
ら
ば
、
操
り
の
糸
を

「
一
念
」
の
糸
、「
傀
儡
」
を
悟
り
の
状
態
と
す
る
解
釈
も
あ
る
い
は
成
り

立
つ
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
構
成
面
の
み

な
ら
ず
、
全
く
別
の
立
脚
点
か
ら
の
考
察
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
い
っ
た
ん
第
三
章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
か
ら
離
れ
、
今
度
は

『
月
菴
和
尚
法
語
』
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、
偈
文
そ
の
も
の
と
対
峙
し

て
み
た
い
。

　

あ
ら
た
め
て
問
い
か
け
た
い
の
は
、「
生
死
去
來
」
で
始
ま
る
偈
文
が

表
出
す
る
時
間
性
を
如
何
に
捉
え
る
か
で
あ
る
。

三
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
の
傀
儡
②

　

こ
こ
で
第
三
章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
、
偈
文
の

内
容
自
体
を
別
の
角
度
か
ら
見
直
し
て
み
た
い
。

　
「
生
死
去
來　

棚ぼ
う

頭と
う

傀く
わ
い

儡ら
い　

一
線
斷ス
ル時　

落
々
磊
々
」。

　

右
の
第
一
句
「
生
死
去
來
」（
生
ま
れ
て
は
死
に
、
去
っ
て
は
来
た
る
）
で

示
さ
れ
る
の
は
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
過
ぎ
去
っ
て
い
く

時
間
で
あ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
口
語
訳
す
る
と
、〝
生
死
去
來
の
時
間

性
は
棚
車
の
上
の
操
り
人
形
の
よ
う
な
も
の
だ
。
操
り
の
糸
が
断き

れ
れ
ば

ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
落
ち
る
〞
と
な
る
。

　

す
な
わ
ち
こ
の
短
い
四
句
に
畳
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、「
生
死
去
來
」

を
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
つ
つ
、
そ
れ
に
喩
え
ら
れ
た
「
棚
頭
傀
儡
」
が

「
一
線
斷
時　

落
々
磊
々
」
と
瓦
解
し
て
新
た
な
時
間
性
が
創
出
さ
れ
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

―
こ
う
し
た
観
点
に
立
脚
し
つ
つ
『
月
菴
和

尚
法
語
』
全
体
を
眺
め
る
と
、「
生
死
去
來
」
へ
の
言
及
が
随
所
に
見
ら

れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
第
十
七
章
「
示
二
道
漸
居
士
一
」
や
第
二
十
二

章
「
示
二
病
者
一
」
は
、）
10
（

「
生
死
」（
あ
る
い
は
「
生
滅
」）
と
「
四
大
」（
地
・

水
・
火
・
風
の
四
大
元
素
）
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
る
法
語
だ
が
、
考
察
の
対

象
で
あ
る
「
生
死
去
來
」
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
定
義
さ
れ
て
い
る
た
め
、

偈
文
の
解
釈
に
際
し
て
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

た
だ
し
こ
れ
ら
は
内
容
面
で
重
複
す
る
部
分
が
多
い
の
で
、
本
稿
で
は

明
快
な
論
理
展
開
を
そ
な
え
た
第
十
七
章
「
示
二
道
漸
居
士
一
」
を
取
り

上
げ
て
み
た
い
（
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
便
宜
的
に
段
落
分
け
を
施
し
た
）。

　

…
…（
前
略
）…
…
四
大
と
云
は
、
地
水
火
風
也
。…
…（
中
略
）…
…

Ａ
迷
へ
る
凡
夫
は
、
此
四
大
假
に
合
す
る
を
、
實
に
生
ず
と
思
ひ
、
此

四
大
本
に
歸
を
實
に
滅
す
と
思
へ
り
。
是
故
に
生
死
無
に
生
死
を
見
、

身
心
無
に
身
心
有
と
思
て
、
我
見
偏
執
の
心
深
し
。
是
故
に
輪
迴
の

業
報
た
へ
ず
、

Ｂ
是
を
悟
る
人
は
四
大
の
相
は
空
裏
の
花
の
如
し
。
有
に
似
た
り
と
云

へ
共
實
な
し
。
生
死
去
來
も
亦
復
如
レ
此
。
一
切
諸
相
は
夢
幻
の
如
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く
也
と
悟
て
、
萬
事
に
於
て
執
着
の
心
無
、
執
着
の
心
無
け
れ
ば
生

死
頓
に
絶
て
、
輪
迴
永
く
止
。
先
加
樣
の
道
理
を
能
々
思
知
て
、
坐

禪
工
夫
す
べ
し
。　

…
…（
後
略
）…
…

（『
月
菴
和
尚
法
語
』
第
十
七
章
「
示
二
道
漸
居
士
一
」）

　

も
と
も
と
「
四
大
」（
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
元
素
）
が
見
せ
る
諸
相

は
時
々
刻
々
と
移
ろ
う
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
固
定
し
た
実
体
は
な
い
。

　

し
か
し
右
の
Ａ
「
迷
へ
る
凡
夫
」
は
、「
四
大
」（
四
大
元
素
）
が
仮
初

に
「
合
す
る
」
状
態
を
「
實
（
ま
こ
と
）に
生
ず
」
と
思
い
、
元
の
よ
う
に
離
散
し

た
状
態
（「
本
（
も
と
）に
歸
（
き
す
る
）」）
を
「
實
（
ま
こ
と
）に
滅
す
」
と
受
け
と
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
生
」（
誕
生
）
と
「
滅
」（
死
）
に

―
そ
し
て
暗
黙
裡

に
、
過
去
の
誕
生
か
ら
未
来
の
死
へ
と
向
か
う
〝
現
在
〞
の
自
分
自
身
に

―
実
体
を
見
て
固
着
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
生
死
無
（
な
き
）
に
生
死
を
見
、
身

心
無
（
な
き
）に
身
心
有
（
あ
り
）と
思
」
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
我
見
偏

執
の
心
」
と
同
義
で
あ
り
、「
輪
迴
」
の
業
報
を
繰
り
返
す
要
因
と
な
る
。

　

他
方
、
Ａ
と
は
異
な
り
、
Ｂ
の
「
悟
る
人
」
は
、「
四
大
」
が
様
々
に

見
せ
る
諸
相
を
「
空
裏
の
花
の
如
し
」（
空
中
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
花
の
よ

う
で
あ
る
）
と
捉
え
る
。
仮
初
に
現
前
す
る
諸
相
は
存
在
す
る
に
似
る
が
、

し
か
し
そ
こ
に
は
実
体
が
な
い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
生
死
去
來
」
に
つ
い
て
も
同
様
と
さ
れ
る
（
傍
線
部
）。

　

そ
し
て
Ｂ
は
更
に
続
け
て
、「
生
死
去
來
」
を
含
む
全
て
の
事
象
を

「
夢
幻
の
如
く
也
」
と
規
定
し
つ
つ
、「
執
着
の
心
」（
Ａ
の
「
我
見
偏
執
の

心
」
に
対
応
）
が
無
け
れ
ば
「
生
死
」
も
忽
然
と
消
え
失
せ
、
輪
廻
は
永

遠
に
止
む
と
説
く
（「
萬
事
に
於
て
執
着
の
心
無
（
な
く
）、
執
着
の
心
無
け
れ
ば
生
死

頓（
と
み
）に
絶
て
、
輪
迴
永
く
止
（
や
む
）」）。

　

こ
の
よ
う
に
第
十
七
章
「
示
二
道
漸
居
士
一
」
は
、
Ａ
「
迷
へ
る
凡
夫
」

と
Ｂ
「
悟
る
人
」
を
理
路
整
然
と
対
置
さ
せ
、
各
々
の
相
異
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

　

試
み
に
こ
れ
ら
Ａ
・
Ｂ
に
即
し
て
偈
文
を
解
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
偈
文
前
半
の
、「
生
死
去
來
」
を
「
棚
頭
傀
儡
」
に
喩
え
る
第

一
・
第
二
句
ま
で
は
、
真
理
が
未
だ
十
全
に
開
示
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

あ
る
。
Ａ
「
迷
へ
る
凡
夫
」
は
「
生
死
去
來
」
の
時
間
性
に
実
体
を
見
出

だ
す
と
と
も
に
、「
棚
頭
傀
儡
」
に
つ
い
て
も
単
独
の
自
律
し
た
存
在
と

思
い
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
我
見
偏
執
の
心
」
と

な
っ
て
「
輪
迴
」
を
め
ぐ
り
続
け
る
。

　

し
か
し
こ
こ
に
抜
本
的
な
転
機
が
訪
れ
る
の
が
、
次
の
第
三
・
四
句

「
一
線
斷
時　

落
々
磊
々
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
実
体
が
あ
る
か
に
見
え
た
「
生
死
去
來
」
の
時
間
性
や
「
棚

頭
傀
儡
」
は
、「
一
線
斷
時
」
を
境さ
か
い

に
「
落
々
磊
々
」
と
脆
く
も
崩
れ
落

ち
る

―
す
な
わ
ち
こ
の
瞬
間
、
Ａ
「
迷
へ
る
凡
夫
」
は
Ｂ
「
悟
る
人
」

へ
と
劇
的
な
変
貌
を
遂
げ
、「
生
死
去
來
」
の
時
間
性
（「
棚
頭
傀
儡
」）
は

「
空
裏
の
花
」（
空
中
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
花
）
あ
る
い
は
「
夢
幻
」
に
過
ぎ

な
か
っ
た
こ
と
を
認
識
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
執
着
の
心
」
は
も
は
や
生
ぜ
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ず
、
輪
廻
か
ら
も
永
遠
に
解
脱
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
に
お
け
る
「
生
死
去
來
」
の
定
義

を
参
照
し
つ
つ
偈
文
自
体
を
読
み
解
い
て
み
て
も
、
先
の
第
三
章
「
示
二

宗
三
禪
閤
一
」
の
内
容
を
髣
髴
と
さ
せ
る
構
図
が
お
の
ず
か
ら
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
「
生
死
去
來
」
の
概
念
が
宗
派
を
問
わ
ぬ
重
大
事

で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

例
え
ば
曹
洞
禅
で
は
、
何
よ
り
も
道
元
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）『
正

法
眼
蔵
』
の
時
間
論
が
名
高
く
、「
生
死
去
來
」
に
も
種
々
の
言
及
が
あ

る
。
こ
の
道
元
の
著
述
（『
正
法
眼
蔵
』
や
『
普
勧
坐
禅
儀
』
等
）
が
『
月
菴

和
尚
法
語
』
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。）
11
（

　

ま
た
道
元
の
み
な
ら
ず
瑩け
い

山ざ
ん

紹じ
ょ
う

瑾き
ん

（
一
二
六
八
―
一
三
二
五
）
の
『
伝

光
録
』
に
も
、「
此
の
生
死
去
來
は
夢
幻
妄
想
な
り
」）
12
（

と
の
一
節
が
あ
る
。

先
蹤
を
求
め
れ
ば
、
そ
の
類
似
表
現
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

月
菴
が
臨
済
の
み
な
ら
ず
曹
洞
禅
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
既

に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
活
発
な
洞
済
交
渉
に
よ
っ
て
先
人
が
提
示
し
た
諸

説
を
網
羅
し
、
そ
の
上
で
み
ず
か
ら
の
立
ち
位
置
を
定
め
る
作
業
は
必
須

で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。『
月
菴
和
尚
法
語
』
に
お
け
る
「
生
死
去
來
」
が

先
蹤
に
負
い
つ
つ
も
、
同
時
に
月
菴
独
自
の
整
合
性
を
保
っ
て
い
る
の
は

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
偈
文
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
第
一
句
「
生
死
去
來
」
の
時

間
性
の
正
体
が
「
夢
幻
」
で
あ
る
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
の
喩
え
で

あ
る
第
二
句
「
棚
頭
傀
儡
」
が
先
掲
の
杉
尾
説
の
よ
う
に
、「
一
念
不
生
」

あ
る
い
は
「
一
念
」
の
悟
り
の
境
地
を
象
徴
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
操
り
の
糸
が
断き

れ
て
認
識
が
転
ず
る
第
三
・
四
句
「
一
線
斷

時　

落
々
磊
々
」
を
、
輪
廻
が
現
前
す
る
「
惨
状
」
と
解
す
る
こ
と
も
難

し
い
。
偈
文
の
解
釈
と
し
て
は
、「
疑
心
を
断
っ
て
し
ま
え
ば
、
生
死
を

永
く
離
れ
て
、
真
の
悟
り
を
得
る
」（
先
掲
）
と
す
る
安
良
岡
説
を
取
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
Ｂ
「
悟
る
人
」
は
「
一
線
斷
時　

落
々
磊
々
」

の
直
後
の
新
た
な
世
界
で
、
い
っ
た
い
何
を
観み

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

―

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
偈
文
で
は
言
語
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
時
間

性
を
め
ぐ
る
問
い
で
あ
る
。

四
、『
月
菴
和
尚
法
語
』
の
傀
儡
③

　

偈
文
の
第
一
句
「
生
死
去
來
」、
及
び
、
第
二
句
「
棚
頭
傀
儡
」
は
、

各
々
に
実
体
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
点
で
、
相
互
に
親
和
性
を
帯
び
て
い

る
。
仮
初
の
現
象
に
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と
経
過
す
る
時
間
を
見
出
だ

す
こ
と
と
、
操
り
人
形
に
過
ぎ
ぬ
「
棚
頭
傀
儡
」
を
単
独
の
自
律
的
な
存

在
と
錯
覚
す
る
こ
と
は
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
生
死
去

來
」
は
「
棚
頭
傀
儡
」
に
喩
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
第
三
・
第
四
句
「
一
線
斷
時　

落
々
磊
々
」
に
至
る
と
、
実
体

を
見
出
だ
し
て
疑
わ
な
か
っ
た
「
棚
頭
傀
儡
」
が
所
詮
は
「
夢
幻
」
で

あ
っ
た
と
露
呈
す
る

―
そ
し
て
糸
が
断き

れ
て
地
に
倒
れ
伏
し
た
「
傀
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儡
」
は
も
は
や
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
が
、
こ
こ
に
は
如
何
な
る
時
間
性
が

表
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
月
菴
和
尚
法
語
』
に
は
時
間
論
の
一
種
と
も
取
れ
る
章
が
い
く
つ
か

あ
る
が
、
こ
の
問
い
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
第
十
一
章
「
示
二

了
仁
居
士
一
」
の
結
論
部
分
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

同
章
は
「
生
死
去
來
」
の
ま
さ
に
「
生
死
」
の
根
源
を
、
脳
裏
に
浮
か

ぶ
「
心
念
」（
考
え
や
想
い
）
と
端
的
に
規
定
し
た
上
で
、
こ
れ
を
「
念
々

不
レ
怠
、
急
々
に
眼
を
着
て
極
め
見
べ
し
」
と
説
く
。
そ
し
て
機
が
熟
す

れ
ば
「
必
（
か
な
ら
ず
）

大
（
お
ほ
い
）に
悟
（
さ
と
る
）時
節
」
が
訪
れ
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
法
語
の
形
式
は
、
も
と
も
と
偈
文
を
掲
出
し
て
い
た
第
三

章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
の
「
疑
心
」
へ
の
対
応
策

―「
忘
（
わ
す
る
る
）
事
な
く

怠（
お
こ
た
る
）
事
な
く
、
急
々
に
眼
を
付
て
、
能
（
よ
く
よ
く
）々
極
て
看
よ
、

必
（
か
な
ら
ず
）
忽
然
と

し
て
一
笑
の
時
節
あ
る
べ
し
」（
先
掲
の
本
文
４
を
参
照
）
―
を
想
起
さ
せ

る
。

　

つ
ま
り
偈
文
と
そ
れ
を
掲
出
し
て
い
た
第
三
章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」、

そ
し
て
次
に
挙
げ
る
第
十
一
章
「
示
二
了
仁
居
士
一
」
は
、
そ
の
主
題
と

内
容
に
お
い
て
相
互
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
（
掲
出
に

あ
た
っ
て
は
便
宜
的
に
段
落
分
け
を
施
し
た
）。

Ａ
…（
前
略
）…
生
死
の
根
源
と
云
は
、
只
我
日
夜
に
發
る
處
の
心
念
也
。

Ｂ
抑
此
心
念
甚
麼
の
處
よ
り
起
り
、
又
何
の
處
に
か
去
と
、
念
々
不
レ

怠
、
急
々
に
眼
を
着
て
極
め
見
べ
し
。
只
坐
禪
の
時
耳の
み

に
非
、
十
二

時
中
一
切
の
事
を
な
さ
ん
時
も
、
如
レ
此
の
志
を
忘
ぜ
ず
、
用
心
し

て
見
よ
。
工
夫
純
熟
せ
ば
必
大
に
悟
時
節
有
べ
し
。

Ｃ
此
時
始
め
て
知
ら
ん
、
我
此
心
念
、
本
よ
り
起
る
處
も
な
く
、
去
處

も
な
く
、
住
す
る
處
も
な
き
事
を
。

Ｄ
生
死
亦
復
如
レ
此
。
生
ず
れ
共
本
來
處
も
な
く
、
死
す
れ
共
實
に
去

處
も
な
し
。
現
在
も
亦
所
住
な
し
。
三
世
の
心
不
可
得
に
し
て
蹤
し
よ
う

跡せ
き

な
し
。

　
　
　
　

…
…（
中
略
）…
…

Ｅ
此
無
心
の
境
界
に
叶
得
ば
、
一
切
の
相
を
破
ら
ず
、
萬
の
道
理
を
不

レ
嫌
、
緣
に
随
ひ
、
物
に
應
じ
て
、
無
量
無
邊
の
事
を
作
用
す
る
な

り
。…
…（
略
）…
…
生
死
の
中
に
出
入
し
て
、
終
に
生
死
を
う
け
ず
、

　
　
　
　

…
…（
後
略
）…
…

（『
月
菴
和
尚
法
語
』
第
十
一
章
「
示
二
了
仁
居
士
一
」）

　

ま
ず
は
右
の
Ａ
か
ら
Ｅ
の
過
程
を
順
を
追
っ
て
辿
っ
て
み
た
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
Ａ
に
お
い
て
、「
生
死
の
根
源
」
は
昼
夜
を
問
わ
ず
脳

裏
に
浮
か
ぶ
「
心
念
」（
考
え
や
想
い
）
と
定
義
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
肝
要
な
の
は
、
次
の
Ｂ
の
冒
頭
で
「
抑
（
そ
も
そ
も
）

此
（
こ
の
）心
念
甚（
い
ん
も
）麼の
處

よ
り
起
り
、
又
何
の
處
に
か
去
（
さ
る
）
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
起
こ
っ
て

は
去
る
よ
う
な
時
間
性
を
「
心
念
」
そ
れ
自
体
が
既
に
そ
な
え
て
い
る
点

で
あ
る
。

　

も
と
も
と
「
生
」
と
「
死
」
の
時
間
性
と
は
、
誕
生
と
死
滅
、
始
ま
り
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と
終
わ
り
で
あ
り
、
そ
の
中
間
に
〝
現
在
〞
の
自
己
が
存
し
て
い
る
。
こ

れ
と
同
様
、「
心
念
」
に
も
〝
起
こ
る
處
〞
と
〝
去
る
處
〞
が
あ
り
、
そ

の
両
者
に
挟
ま
れ
て
「
心
念
」
を
そ
れ
と
認
識
し
う
る
〝
現
在
〞
が
あ
る

―
そ
し
て
右
の
Ｂ
は
「
生
死
の
根
源
」
で
あ
る
「
心
念
」
の
〝
起
こ
る

處
〞
と
〝
去
る
處
〞
を
ひ
た
す
ら
見
詰
め
つ
づ
け
よ
と
説
く
（「
念
々
不
レ

怠
、
急
々
に
眼
を
着
て
極
め
見
べ
し
」）。

　

す
る
と
、
第
三
章
「
示
二
宗
三
禪
閤
一
」
に
お
い
て
「
一
笑
の
時
節
」

が
到
来
し
た
よ
う
に
、
右
の
第
十
一
章
「
示
二
了
仁
居
士
一
」
に
お
い
て

も
ま
た
、「
必
（
か
な
ら
ず
）

大
（
お
ほ
い
）に
悟
（
さ
と
る
）時
節
」
が
訪
れ
る

―
そ
の
瞬
間
の
認
識

を
示
し
た
の
が
続
く
Ｃ
・
Ｄ
で
あ
る
。

　

ま
ず
Ｃ
で
は
、
あ
た
か
も
「
疑
心
」（「
傀
儡
」
の
操
り
の
糸
）
が
突
如
止

む
よ
う
に
、「
心
念
」
の
〝
起
こ
る
處
〞
と
〝
去
る
處
〞
が
消
失
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、「
心
念
」
を
そ
れ
と
認
識
す
る
〝
現
在
〞（「
住
す
る
處
」）

も
失
わ
れ
て
い
く
。

　

そ
し
て
Ｃ
に
そ
の
ま
ま
連
動
す
る
の
が
Ｄ
の
「
生
」
と
「
死
」
で
あ
る

（「
生
死
亦（
ま
た
か
く
の
ご
と
し
）

復
如
レ
此
」）。

　

先
の
Ｃ
に
お
け
る
「
心
念
」
の
〝
起
こ
る
處
〞
と
〝
去
る
處
〞
の
喪
失

に
伴
い
、
Ｄ
に
お
い
て
も
ま
た
、
始
ま
り
で
あ
る
「
生
」、
及
び
、
終
わ

り
で
あ
る
「
死
」
の
両
者
が
無
化
さ
れ
る
。）
13
（

「
生
」
は
生
じ
た
よ
う
に
見

え
て
も
本
来
的
に
〝
起
こ
る
處
〞
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
（「
生
ず
れ
共
（
ど
も
）

本
來
處
も
な
く
」）、「
死
」
は
死
す
る
よ
う
に
見
え
て
も
実
際
に
〝
去
る

處
〞
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（「
死
す
れ
共
（
ど
も
）

實
（
ま
こ
と
）に
去
（
さ
る
）處
も
な
し
」）
―
こ

の
言
及
は
、
四
大
元
素
（
地
・
水
・
火
・
風
）
の
集
合
離
散
に
実
体
が
な

い
こ
と
に
も
通
底
す
る
。

　

そ
し
て
必
然
的
に
〝
現
在
〞
も
ま
た
、
従
来
の
よ
う
に
過
去
の
「
生
」

（
始
ま
り
）
と
未
来
の
「
死
」（
終
わ
り
）
の
狭
間
に
位
置
を
占
め
る
こ
と

が
な
く
な
る
（「
現
在
も
亦
所
住
な
し
。
三
世
の
心
不
可
得
に
し
て
蹤し
よ
う

跡せ
き

な

し
」）。

　

そ
こ
に
現
れ
る
の
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
時
間
を
配
列
す
る
認
識

の
枠
組
み
が
壊
れ
、
時
間
そ
の
も
の
が
無
際
限
に
解
き
放
た
れ
た
世
界

―
い
う
な
れ
ば
計
量
不
能
と
な
っ
た
〝
無-

時
間
〞
の
世
界
で
あ
る
。

　

こ
の
〝
無-

時
間
〞
に
お
い
て
は
〝
起
こ
る
處
〞
も
〝
去
る
處
〞
も
な

く
、
流
れ
去
る
「
夢
幻
」
の
時
間
も
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
も

は
や
、〝
無-

時
間
〞
の
只
中
に
お
け
る
唯
一
無
二
の
〝
現
在
（
今
）〞
の

み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
夢
幻
」
の
過
ぎ
去
る
時
間
に
お
い
て
、「
生
」
と
「
死
」

の
狭
間
に
切
り
取
ら
れ
た
自
分
自
身
を

―
ひ
い
て
は
そ
の
有
限
な
自
身

に
固
着
す
る
「
我
見
偏
執
の
心
」
や
「
執
着
の
心
」
を

―
見
出
だ
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
〝
無-

時
間
〞
が
現
出
し
た
瞬
間
、
全
て
が

絶
対
の
〝
現
在
（
今
）〞
に
一
元
化
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
移
ろ
う
時
間

に
お
け
る
自
身
へ
の
固
着
や
こ
れ
に
立
脚
し
た
「
疑
心
」
を
見
出
だ
す
こ

と
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
「
疑
心
」
に
よ
っ
て
是
非
・
善
悪
の
区
別
が
紛

然
と
起
こ
る
こ
と
も
な
い
。

　

す
な
わ
ち
「
夢
幻
」
の
時
間
の
喩
え
で
あ
る
「
棚
頭
傀
儡
」
が
崩
れ
落
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ち
る
と
同
時
に
、
六
道
輪
廻
の
要
因
は
無
に
帰
し
、
自
己
は
父
母
未
生
以

前
の
本
来
的
な
全
体
性
と
時
間
性
（〝
無-

時
間
〞）
を
回
復
す
る
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
〝
無-

時
間
〞
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら

す
過
去
・
現
在
・
未
来
の
認
識
の
枠
組
み
を
持
た
な
い
と
い
う
点
で
、
生

命
維
持
活
動
の
終
息
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

―
こ
の
よ
う

な
素
朴
な
疑
問
も
浮
か
ん
で
く
る
。
斃
れ
た
肉
体
が
機
能
を
停
止
す
る
刹

那
に
眼
に
映
る
世
界
こ
そ
が
、
何
も
の
に
も
分
節
さ
れ
ぬ
〝
無-

時
間
〞

の
世
界

―
す
な
わ
ち
永
遠
の
〝
現
在
（
今
）〞
と
呼
ば
れ
る
時
間
性
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
疑
問
へ
の
解
答
が
、
右
の
Ｅ
で
あ
る
。

　

Ｅ
に
従
う
な
ら
ば
、「
一
線
斷
時　

落
々
磊
々
」
の
瞬
間
に
〝
無-

時

間
〞
が
現
れ
、
輪
廻
の
要
因
も
霧
消
す
る
が
、
こ
の
時
点
で
現
世
の
生
涯

に
終
止
符
が
打
た
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
〝
無-
時
間
〞
は

Ｅ
に
お
い
て
明
確
に
「
無
心
の
境
（
き
や
う
が
い
）
界
」
へ
と
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
「
無
心
の
境
界
」
を
獲
得
し
た
者
は
、
万
物
の
諸
相
や
理

法
に
自
由
自
在
に
応
じ
つ
つ
、
同
時
に
「
無
量
無
邊
」
の
真
理
を
も
体
現

で
き
る
と
い
う
（「
此
（
こ
の
）
無
心
の
境
（
き
や
う
が
い
）
界
に
叶
（
か
な
ひ
え
）
得
ば
、
一
切
の
相
を
破
ら
ず
、

萬（
よ
ろ
づ
）
の
道
理
を
不
レ
嫌
、
緣
に
随
ひ
、
物
に
應
じ
て
、
無
量
無
邊
の
事
を
作
用
す

る
な
り
」）。
こ
れ
は
ま
た
、「
生
死
」
の
時
間
性
に
身
を
置
く
か
否
か
に

関
わ
ら
ず
、
常
に
「
生
死
」
を
超
越
し
て
と
ら
わ
れ
ぬ
境
地
で
も
あ
る

（「
生
死
の
中
に
出
入
し
て
、
終
（
つ
ひ
）に
生
死
を
う
け
ず
」）。

　

こ
の
よ
う
な
、「
生
死
去
來
」
の
時
間
性
の
崩
壊
と
永
遠
の
〝
現
在

（
今
）〞、
そ
し
て
「
無
心
の
境
界
」
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
参
考
ま
で

に
木
村
敏び
ん

（
一
九
三
一
―
二
〇
二
一
）
の
『
時
間
と
自
己
』
よ
り
抜
い
て
お

く
。

…
…
自
己
の
誕
生
と
時
間
の
誕
生
と
は
厳
密
に
同
時
的
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
自
己
は
、
そ
れ
が
生
ま
れ
出
た
そ
の
瞬
間
に
お
い
て
、

い
ま
ま

0

0

0

で0

と
い
ま
か
ら

0

0

0

0

、
以
前

0

0

と
以
後

0

0

、
過0

去0

と
未
来

0

0

に
引
き
裂
か

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
自
己
、
生
ま
れ
て
く
る
よ
り
も

前
の
自
己
、
禅
で
い
う
「
父
母
未
生
以
前
」
の
自
己
と
い
っ
た
も
の

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

…
…（
中
略
）…
…

　

こ
の
よ
う
な
原
自

0

0

己0

や
原
時
間

0

0

0

が
見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

日
常
の
自
己
意
識
や
時
間
意
識
が
破
ら
れ
て
、
現
在
が
未
来
や
過
去

と
の
つ
な
が
り
を
失
い
、
純
粋
な
現
在
そ
れ
自
身
と
し
て
出
て
こ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
有
限
な
生
の
相
に
と

ど
ま
る
か
ぎ
り
、
こ
の
永
遠
の
現
在
に
安
住
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
死
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

…
…（
中
略
）…
…

…
…
し
か
し
こ
の
時0

間
の
死

0

0

0

は
、
そ
こ
か
ら
生
き
た
時
間
が
生
ま
れ

て
く
る
真
の
源
泉
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
時
間
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が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
に
せ
よ
、
こ
の
源
泉
と
し
て
の
永
遠
の

現
在
は
、
つ
ね
に
時
間
の
根
底
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に

い
ま

0

0

の
拡
が
り
と
自
己

0

0

の
持
続
と
を
保
障
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

（
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』）
14
（

）

　

日
常
と
接
し
た
時
間
の
奥
底
に
は
「
時
間
の
死
」（〝
無-

時
間
〞）
あ
る

い
は
「
永
遠
の
現
在
」
が
「
真
の
源
泉
」
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
（
右

の
傍
線
部
）
―
こ
の
観
点
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
月
菴
の
意
図
は
、
現

世
に
お
け
る
時
間
性
の
中
核
（「
傀
儡
」
の
操
り
の
糸
）
を
消
失
せ
し
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
真
の
源
泉
」
で
あ
る
「
永
遠
の
現
在
」
を
発
露
さ
せ
、

こ
れ
と
「
同
時
的
」
に
、
新
た
な
現
世
の
時
間
性
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ

る
。

　

そ
の
た
め
の
要
件
と
し
て
右
で
は
「
現
在
が
未
来
や
過
去
と
の
つ
な
が

り
を
失
い
、
純
粋
な
現
在
そ
れ
自
身
と
し
て
出
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る
が
、
こ
の
言
及
は
そ
の
ま
ま
、
月
菴
が
〝
起
こ
る
處
〞
と

〝
去
る
處
〞
を
「
念
々
不
レ
怠
、
急
々
に
眼
を
着
て
極
め
見
べ
し
」
と
説

い
た
こ
と
に
も
合
致
す
る
。
仮
初
の
相
対
的
な
過
去
と
未
来
、
そ
し
て
両

者
の
狭
間
の
〝
現
在
〞
を
い
っ
た
ん
無
化
し
た
と
き
、「
永
遠
の
現
在
」

が
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
わ
れ
わ
れ
は
有
限
な
生
の
相
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
」、
そ
の

「
永
遠
の
現
在
」
の
顕
現
は
ま
さ
に
一
瞬
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
該
当
す
る
の
が
月
菴
の
い
う
「
大
（
お
ほ
い
）
に
悟
（
さ
と
る
）
時
節
」
の
「
時
節
」（
時

機
）
で
あ
る
。

　

こ
の
一
瞬
の
う
ち
に
人
は
、
何
も
の
に
も
分
節
さ
れ
ぬ
〝
無-

時
間
〞

の
永
遠
と
絶
対
的
な
〝
現
在
（
今
）〞
に
没
入
し
、「
原
自
己
」
と
「
原
時

間
」
を
開
示
さ
せ
る

―
す
な
わ
ち
一
瞬
に
永
遠
を
観
る
。

　

そ
し
て
初
め
て
産
声
を
上
げ
た
と
き
の
よ
う
に
、
再
び
こ
れ
と
「
同
時

的
」
に
、
日
常
の
時
間
が
開
始
さ
れ
る
。

　

こ
の
と
き
新
た
に
会
得
さ
れ
た
「
無
心
の
境
界
」
は
、
現
世
に
適
合
し

た
も
の
で
あ
り
、「
原
自
己
」
と
「
原
時
間
」
に
そ
の
ま
ま
等
し
い
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
境
地
に
達
し
た
者
は
、
日
常
に
お
い
て
流
れ
去

る
「
生
死
」
の
時
間
性
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
こ
に
身
を
置
く
こ
と
も
離
れ

る
こ
と
も
自
在
で
あ
る
。

「
生
死
の
中
に
出
入
し
て
、
終

（
つ
ひ
）に

生
死
を
う
け
ず
」（
Ｅ
）
―
根
底
に

あ
り
続
け
る
と
い
う
「
真
の
源
泉
」
は
、
確
か
に
現
世
へ
と
汲
み
上
げ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
い
う
な
れ
ば
時
間
性
の
死
と
再
生
を
め
ぐ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
も
う
一
度
、
偈
文
を
眺
め
て
み
る
。

　
　

生
死
去
來　

棚ぼ
う

頭と
う

傀く
わ
い

儡ら
い　

一
線
斷ス
ル時　

落
々
磊
々

　

流
れ
去
る
時
間
が
「
落
々
磊
々
」
と
崩
壊
し
た
瞬
間
、
人
は
永
遠
の
現

在
を
観
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
新
た
な
境
地
（
時
間
性
）
を
獲
得
し
て
い

く
。
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こ
れ
こ
そ
が
偈
文
が
言
外
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か

―
す
な
わ
ち
本
稿
の
論
題
で
あ
る
「
三
つ
の
傀
儡
を
め
ぐ
る
素
描
」

の
「
傀
儡
」
の
系
譜
と
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や
時
代
を
越
え
た
、
時
間
性
の
創

出
の
命
脈
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
偈
文
の
意
を
感
受
し
た
世
阿
弥
は
、
自
身
の
活
躍
の
場
で
あ

る
舞
台
で
如
何
な
る
時
間
性
を
再
構
築
し
た
の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
現

代
の
映
像
作
家
で
あ
り
、「
時
間
を
作
り
出
す
事
が
映
画
の
本
質
」
と
規

定
し
た
押
井
守
は
、）
15
（

作
中
に
幾
度
も
偈
文
を
掲
出
し
つ
つ
、
人
工
物
で
あ

る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
何
に
挑
ん
だ
の
か

―
こ
れ
が
「
三
つ
の

傀
儡
を
め
ぐ
る
素
描
」
の
次
稿
以
降
の
テ
ー
マ
と
な
る
。

注（
１
）『
日
本
思
想
大
系
世
阿
彌

竹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）

一
〇
〇
頁
。

（
２
）
平
林
一
成
「
能
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

―
川
本
喜
八
郎
・
押
井
守
・

河
森
正
治

―
」、『
能
と
狂
言
』
第
16
号
、
二
〇
一
八
年
、
能
楽
学
会
。

（
３
）『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
傳
上
」（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）

所
収
。

（
４
）
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
と
月
菴
宗
光

―
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の

―
」、

『
能
と
狂
言
』
第
4
号
、
二
〇
〇
六
年
、
能
楽
学
会
。

（
５
）
香
西
精
『
世
阿
彌
新
考
』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
二
年
）
所
収
。

（
６
）
古
田
紹
欽
「
中
世
に
於
け
る
一
自
由
衆
団
の
禅

―
遠
山
の
一
派

―
」、『
禪
學
研
究
』
第
58
号
、
一
九
七
〇
年
、
禪
學
研
究
会
。

（
７
）『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
二
輯
第
一
巻
（
法
語
部
上
）、
名
著
普
及

会
、
一
九
三
一
年
。
同
書
所
収
の
『
月
菴
法
語
』
は
二
十
四
の
説
示
か

ら
成
る
が
、
本
稿
で
は
紛
ら
わ
し
さ
を
避
け
る
た
め
、
各
々
に
章
番
号

を
付
し
た
。
ま
た
文
中
で
言
及
す
る
際
に
は
、
慣
用
的
な
読
み
を
丸
括

弧
に
括
っ
た
ル
ビ
で
補
っ
た
。

（
８
）
安
良
岡
康
作
『
中
世
的
文
学
の
探
求
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
〇

年
）
所
収
。

（
９
）
杉
尾
守
「
道
元
世
阿
弥
芭
蕉
及
び
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」、『
山
口
大
学

教
育
学
部
研
究
論
叢
』
第
一
部
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
第
16
巻
、

一
九
六
七
年
、
山
口
大
学
教
育
学
部
図
書
委
員
会
。

（
10
）
掲
出
を
省
略
し
た
第
二
十
二
章
「
示
二
病
者
一
」
よ
り
、「
生
死
去
來
」

に
関
連
す
る
箇
所
を
抜
い
て
お
く
。

我
此
身
心
本
來
生
死
を
離
れ
た
り
。
生
死
を
離
れ
た
る
が
由
に
、

更
に
又
一
切
の
道
理
な
し
。
譬
一
旦
父
母
の
緣
に
依
て
、
地
水
火

風
假
に
合
す
る
に
似
た
れ
ど
も
、
不
生
の
生
な
れ
ば
實
に
生
あ
り

と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
又
時
節
到
來
し
て
四
大
分
離
す
る
に
似
た
れ

共
、
不
死
の
死
な
れ
ば
實
に
死
す
る
と
思
べ
か
ら
ず
。
只
生
死
去

來
、
是
非
善
惡
、
一
切
の
萬
法
夢
幻
の
如
し
。…
…（
後
略
）…
…

 
 

（『
月
菴
和
尚
法
語
』
第
二
十
二
章
「
示
二
病
者
一
」）
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（
11
）
注
９
前
掲
論
文
あ
る
い
は
、
原
田
弘
道
「
中
世
曹
洞
禅
の
一
考
察
」

（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
第
33
号
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（
12
）
横
関
了
胤

校
訂
『
瑩
山
禅
師

伝
光
録
』（
岩
波
文
庫

青
337-

1
、

岩
波
書
店
、
一
九
四
四
年
）
五
〇
頁
。

（
13
）
第
十
一
章
「
示
二
了
仁
居
士
一
」
の
Ｄ
「
生
死
亦
復
如
レ
此
。
生
ず
れ

共
本
來
處
も
な
く
、
死
す
れ
共
實
に
去
處
も
な
し
。
現
在
も
亦
所
住
な

し
。
三
世
の
心
不
可
得
に
し
て
蹤し
よ
う

跡せ
き

な
し
」
を
、
第
八
章
「
示
二
在
家

女
人
一
」
で
は
「
生
死
去

0

0

0

來0

」
の
一
字
一
字
に
即
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
、

参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。

我
心
本
來
是
佛
也
。
千
生
万
劫
曾
迷
へ
る
事
な
し
。
迷
へ
る
事
な

け
れ
ば
又
悟
べ
き
法
も
無
、
旣
迷
悟
な
け
れ
ば
天
眞
に
し
て
本
生

死
を
離
た
り
。
生
死

0

0

を
離
れ
た
る
が
故
に
、
來0

る
も
來
る
處
な
く
、

去0

る
も
去
る
處
無
、
住
す
る
も
住
す
る
處
な
し
。
三
世
の
心
不
可

得
な
る
が
故
に
、
一
切
の
諸
法
皆
同
く
解
脫
せ
り
。…（
後
略
）…

（『
月
菴
和
尚
法
語
』
第
八
章
「
示
二
在
家
女
人
一
」）

（
14
）
木
村
敏
『
中
公
新
書
674

時
間
と
自
己
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二

年
）
一
八
一
―
一
八
二
頁
。

（
15
）
押
井
守
『
ス
カ
イ
・
ク
ロ
ラ 

T
he 
Sky 

Craw
lers 

絵
コ
ン
テ
』

（
飛
鳥
新
社
、
二
〇
〇
八
年
）
四
〇
三
・
四
〇
五
頁
。


